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 ５月２３・２４日、６年生は、日光修学旅行に行ってきました。初日は冷たい雨に打たれましたが、2 日目

は、天候に恵まれました。子どもたちは、日差しがたっぷり降り注ぎ、少し夏めいた日光で旅の気分を満喫し

ました。足尾銅山や東照宮を見学し、学習してきたことを思い起こしながら、本物と向き合い、熱心に学習を

深めていました。仲間や先生とのつながりも一層深まった様子でした。６年生のみなさんには、これからます

ます大正リーダーズとして存分に活躍してほしいと思います。 

 さて、学校運営協議会では、３年間のコロナ禍で「子どもたちや保護者

につながりが失われているのでは」という心配の声が上がっていました。

そこでその実態を把握し、学校ができることを模索するために「保護者ア

ンケート」を行いました。ご協力くださいまして、大変ありがとうござい

ました。結果が出ましたので、早速ご報告します。 

 まず、子どもたち同士のつながりが少なくなったことを「とても感じ

る」と答えた人が 18.5％で「やや感じる」が 48.9％でした。つながりが

少なくなったことを心配していることが分かります。さらに、保護者同士

のつながりについては、「とても感じる」が 27％に上り、全体の約 70％

の保護者が少なくなったと感じているという結果でした。子どもたちよ

り、保護者同士のつながりの方がより深刻であることがわかりました。そ

れに加えて、右のグラフのように「保護者友達がいない」状況にある人が

19%いること、そして、子どものクラスに「保護者友達がいない」状況に

ある人は、32%に及ぶことが分かりました。クラスのことで分からないこ

とがあっても、気軽に聞けないでいるのは、保護者にとっても子どもにと

っても、よい状況であるとは言えません。しかし、一方で自由記述により

お考えを伺ったところ、次のようなお声をいただきました。全文を載せる

ことはできませんが、紙面の許す限り紹介します。 

・ママ友は距離感が難しい。適度な距離感が必要だと思う。 

・ほどよく広く、ほどよく浅い保護者関係が適切だと思う。 

・フルタイムの仕事なので仕方ないが、それでも、子どもの様子を知りたい。 

・PTA に携わらせていただきながら、保護者の方と交流していきたいです。 

・子どもを巻き込んだイベントだと参加しやすい。 

・子どもが仲良くしている保護者と連絡が取れるといいです。 

ほかにも様々なお考えがありました。全部で 35 件の回答をいただきました。貴重なご意見、ありがとうござ

いました。全てに目を通し、学校に何ができるのか、考えていきたいと思います。また、アンケートの各質問

には、178 名の方に回答をいただきました。貴重なデータとして、今後に生かしていきたいと思います。今後

ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 
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